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令和３年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間　社会科（第４学年）


テーマ〖くらしを支える水〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八尾市立八尾小学校　








≪学習のねらい≫


　・日本で安心安全な飲料水が飲めるのは、安全で安定的に供給できるようにするために人の努力があること、また地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることを理解する。


・資料やインターネットを活用し、調べたことをシンキングツールを使ってまとめ、自分の考えを表現する力を身につけるようにする。


　・水を大切な資源としてとらえ、節水などに向けて自分たちが協力できることなどを考える。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　６月　～　７月


インターネット動画のSDGｓジャーナルより「目標６あんぜんなみずとといれをせかいじゅうに」を視聴し、なぜ日本が水に困っていないのかについて考え、水について調べたいことを考え、共有する。


普段自分たちがどれぐらいの水を使用しているかを知る。


自分たちが使っている水がどこから流れてくるのかを、地図帳を使って調べる。


安全な飲み水がどのようにつくられているのか、またそこに関わる人の努力について知る。


安全な水を使うことがどのようなことにつながっているのかを考える。


水は限りあるものであり、これからどのように水を使用していくべきか考えをもつ。


まとめ


≪指導のポイント≫


　■私たちが今当たり前に使っている水は、世界では安心安全に使うことができない国もあるということから、問いをもち、水について調べ学習をする。


　■シンキングツールを活用し、考えの形成⇒まとめをする。また単元を通して学んだことを一枚のカードにまとめ、全体を見通せるようにする。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　タブレット端末、シンキングツール、


インターネット動画「ＳＤＧｓジャーナル」、


ファクトフルネス「４つの所得レベルごとの暮らし」


≪成果≫


・ＳＤＧｓジャーナルを視聴することで、日本と世界の


水の安全性のちがいに気づくことができた。また


そこから日本ではどうして安心安全な水が飲めるか、


という問いをもつことができた。


・シンキングツールを使用することで、単元全体を


見通すとともに、問いと問いをつなげて考えることができた。


・貴重な水を大切に使うためにできることをカードに書き、全員が提出することで身近に努力できる


ことがたくさんあることに気づくことができた。








